危険なプログラムの処方箋

変数規約の例

· 外部変数はgではじめる

· メンバ変数はmではじめる

· 自動変数はaではじめる

· 引数はiではじめる

※個人的には「a」以外は取り入れてもいいかも？

マクロ展開の落とし穴

#define f(X,Y) (T1*X+Y)/T2

このとき、

f(a+b, c+d) 

とすると、

(T1*(a+b)+(c+d))/T2

ではなく、
(T1*a+b+c+d)/T2

に展開される。

(T1*(a+b)+(c+d))/T2

としたいのなら、

#define f(X,Y) (T1*(X)+(Y))/T2とする。

※マクロ定義の時は展開の形に注意。カッコを使って思い通りの形になるようにする。

割り込み・スレッドで共用する変数をvolatileにしない
C言語では最適化でコンパイラが勝手にある変数にレジスタを割り振ってしまう場合を避けるため、「volatile」というキーワードが用意されている。Volatileがついた変数は最適化による障害が起こらないようにコンパイラが配慮してくれる。

ポインタと配列の混同


ABCという文字列はリードオンリーな領域に配置される。そのポインタ値を変数aに保存する。一方配列定義はこの場合、スタック領域( 読み書きOKな領域) におかれる。
strlenとsizeofの落とし穴
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sizeof演算子が評価するのは、a,bがどんな文字列を扱っているかではなく、a,bがどういったサイズのオブジェクトであるかです。

「NULL」と「数値のゼロ」「'\0’」「””」の違い

空っぽの文字列をgTextにセットするには？


意味として正しいのはf4だけ。
Voidポインタの意味

「void *」はどこかのアドレスを指すという汎用的な意味合いを持たせ、とくにどの型であると固定したくない場合は便利です。


もし、「writeFD(const char*)」だったとすれば、WriteFd((const char*)&theI)」というように、キャストをつけた記述をせざるをえませんが、「void *」を使ったため、そういうキャストは不要になった。
マクロの活用

[image: image1]
構造体の特定のメンバのオフセットを求める

デバッグ表示を無効にしてコンパイルする場合

>gcc –DNDEBUG source.c



d_abort, d_assert, d_time, d_pass, d_dump

int gVar = 0;


void interrupt(){


  gVar = 1;


}


void f(){


  …


   While(gVar == 0){


     …


   }


}





最適化で意図しない変化


Void f(){


   Register theReg;


   theReg = gVar;  <-gVarの変化に気づかない


   while(theReg == 0){


   …


   }


   …


   gVar = theReg;


}





vid f(){


   char *a = “ABC”;


   char b[] = “DEF”;


   *a = ‘1’;	/*NG*/


   b[0] =’1’;	/*OK*/


} 





int main() {


   char *a = “test-string”;


   char b[] = “test-string”;





   printf(“%d”, strlen(a));


   printf(“%d”, strlen(b));


   printf(“%d”, sizeof(a));


   printf(“%d”, sizeof(a));


}





char gText[128];


void f1(){


   strcpy(gText,NULL);


}


void f2(){


   strcpy(gText,0);


}





void f3(){


   strcpy(gText,’\0’);


}


void f4() {


   strcpy(gText,””);


}





void writeFD(const void* inData, size_t inSize);





f(){


  int theI;


  char theTxt[128];





  writeFD(&theI, sizeof(int));


  writeFD(theTxt, strlen(theTxt));


}





#define offsetof(STRUCT ,MEMBER) (size_t)((char*)&(((SRUCT *)O)->MEMBER) – (char*)((STRUCT *)O))





#ifdef NDEBUG


  void d_nop_(const char *iMsg,…);


  #define d_print 1?(void)0 : d_nop_


#else


  void d_print(const char *iMsg,…);


#endif





#ifndef NDEBUG


void d_print(const char* iMsg,…){


   va_list aV;


   


   va_start(aV, iMsg);


   vfprintf(stderr,iMsg,aV);


   va_end(aV);


}


#endif





#ifdef NDEBUG


void d_nop_(const char *iMsg,…){}


#endif








